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4　第51回日本赤十字社医学会総会は、北海道ブロック、北見赤十字病院が担当させていただき平成27年10月15日
（木）、16日（金）に北海道北見市で開催いたします。
　前回大会で第50回の節目を終え、今回は第100回に向けての新たな一歩を踏み出す機会と位置づけ、新たな取
組・情報等を共有できる総会としたく考えております。新たな一歩を踏み出すにあたり、赤十字精神を忘れるこ
となく、先人の事業を受け継ぎ、発展させながら、新しい知識の創造へと繋げる機会になればという想いと、全
国赤十字の強い繋がり・絆をコンセプトに、メインテーマを「つなげよう赤十字の温故知新～オホーツクからの
新たな一歩～」といたしました。医療を取り巻く環境が厳しさ増す中、全国にまたがる赤十字の組織力、繋がり
と絆を大きな武器として活用することこそが大切であることを再認識する総会になればと思っております。
　特別講演では、東日本大震災で福島原発に投入され、現在も活躍中の災害対策支援ロボット「Quince（クイ
ンス）」の産みの親の一人である東北大学大学院情報科学研究科 田所 諭教授にお願いし、「災害ロボットの現状
と将来」について、もう一題は、若き頃は、知床半島の森の復元を目的とした「しれとこ100平方メートル運動」
のリーダーであり、「世界自然遺産知床」擁する斜里町長を長らく務めた午来 昌様に、「知床・オホーツクの自
然を守る～過去・現在・未来」について、ご講演いただきます。
　教育講演も2題を予定しており、日本赤十字医療センター院長の幕内 雅敏先生から「肝臓がんの外科的治療」
について長年の世界的実績に基づき、ご講演いただきます。また、「H. ピロリと胃がんの関わり」により、国際
賞「マーシャル・アンド・ウォーレン・メダル」を日本人で初めて受賞した北海道大学副理事 兼 がん予防内科
学講座特任教授 浅香 正博先生に「わが国から胃がんを撲滅するためのロードマップ」をお話いただく予定です。
　さらにシンポジウムは「次世代の赤十字医療人育成」、「赤十字の連携・地域のつながり～2025年に向かって」
の2題を計画しております。又、企画セッションや一般演題を通じて赤十字を支え赤十字活動を担っています皆
様が、さらなる赤十字グループ同士の連携を深めていただければ幸いであります。本学会が皆様の日々の業務に
お役にたてるような討議の場になることを心から期待しています。
　北見は道東観光の中心にあります。北海道に存在する6つの国立公園のうち4つの国立公園に囲まれる環境にあ
り知床、大雪山、釧路、帯広と全て車で2時間くらいの距離の中に、これらの様々な観光地がありますので是非
足を運んでいただき北海道の広大な大地を満喫していただければ幸いです。また、北見は知る人ぞ知る、焼肉の
街です。美味しい地ビール「オホーツクビール」と合わせて堪能いただきたいと思います。学会開催時期の秋に
は北海道の美味しい食材が揃っていますので学会開催中には北海道らしく、美味しい食事や物産展をぜひお楽し
みください。
　全国の多くの赤十字医療人の皆様に参加いただけることを当院職員一同心よりお待ちしております。
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